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はじめに
　本調査は胃がん検診精度管理委員会が全国集計委員会と協力して実施している。全国集計入力プログ
ラムに合わせて，登録データは 5歳区分で報告可能な場合は 5歳区分で報告し，10歳区分のみ可能な場
合は10歳区分で報告するため，調査結果は 5歳区分と10歳区分の 2種類となっている。なお，偶発症ア
ンケートの回答数は339施設であり，2021年度の回答施設が269施設であったので26%増加した。

結果
Ⅰ．胃X線検診
　検査総数は地域・職域・その他を合わせて 5歳区分報告が 3,232,314人，10歳区分報告が  1,620,754人，
合計4,853,068人であった（表 1）。昨年度に比べて 5 歳区分，10歳区分共増加したが，10歳区分施設の
39%が受診者数5,000人未満であった。一方， 5 歳区分施設は158施設で昨年度とほぼ同数であったが，
受診者数 1 万人以上の施設が全体の53%を占めていた。10歳区分での偶発症報告が 0 件であったので，
以下は 5歳区分の数値を示す。
　偶発症の発生頻度は， 5歳区分でバリウム誤嚥が994件（30.752/10万件）であった。過敏症状が13件
（0.402/10万件），腸管穿孔が 5件（0.155/10万件），腸閉塞が 3 件（0.093/10万件），その他が 142件（4.393/10
万件）であった。入院が必要であった症例は 2件（0.062/10万件）であり，死亡例および訴訟例は無かっ
た（表 2）。
　偶発症の発生頻度はバリウムの誤嚥が最も多く，この数年は30/10万件ほどで推移している（2019年
度858件：29.606/10万件，2020年度907件：28.485/10万件，2021年度966件：31.388/10万件）。腸管穿孔
は 5件で昨年より増加した（2021年度 2件）。腸閉塞は 3件で昨年と同じであった（2021年度 3件）。そ
の他偶発症は142件で昨年より減少した（2021年度185件）。対策型の住民検診では受診者の高齢化が進
んでおり，高齢者の偶発症予防対策として，日常的なむせ込みや排便状況などの問診が重要になってき
ている。また，高齢者では，検査後の水分摂取が不十分，下剤の飲み忘れ等も起こることがあり，検査
後の注意・指導，連絡先を記載したリーフレットの配布等の対策が引き続き必要である。



日本消化器がん検診学会雑誌

248 Vol.64（2）, Mar. 2026■委員会報告■ 2022年度胃がん検診偶発症アンケート調査報告

表 1　胃Ｘ線検診の偶発症調査の概要（2022年）
　　　※性・年齢区分不可数含む

表 2　胃Ｘ線検診の偶発症発生頻度（2022年）
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図 1　誤嚥症例の年齢階級別分布（2022年）

図 2　誤嚥部位・男女合計（2022年）

　誤嚥症例の年齢階級別分布を見ると，例年のごとく男性・高齢者に多いことが分かる（図 1）。誤嚥
部位は分岐前が414件（42%）で最も多く，右気管支331件（33%），左気管支155件（16%）であった（図
2）。分岐前および右気管支が多いということから誤嚥したバリウム量は比較的少量にとどまっていた
と推測される。
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　誤嚥症例の咳嗽の有無を見ると咳嗽無しが552件（56%）と半数以上を占め，男性・高齢者の誤嚥症
例では咳嗽反射が少ないことも例年通りである（図 3）。同じく，発熱の有無を見ると，殆どが発熱無
しであり（図 4），939件（94%）がそのまま帰宅可能であり，外来診療を要したのは54件（ 5 %）であっ
た（図 5）。誤嚥は軽症例が多いとされているが，分岐部を超えるような誤嚥については注意が必要で
あろう。

図 5　誤嚥症例の治療経過・男女合計（2022年）

図 3　誤嚥症例の咳嗽の有無・男女合計（2022年）

図 4　誤嚥症例の発熱の有無・男女合計（2022年）
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図 6　腸管穿孔症例の年齢階級別分布（2022年）

図 7　腸管穿孔症例の治療方法（2022年）

　腸管穿孔は 5件認められたが，誤嚥症例と異なり 5件中 4件が女性であり，女性の高齢者に多い傾向
であることも例年と同じである（図 6）。人工肛門の造設が 3 件（60%），縫合閉鎖が 2 件（40%）な
されており（図 7），重篤な結果となったが今回も死亡例は無かった（図 8）。
　過敏症例は13件で性年齢問わず発生する（図 9）。過敏症の症状としては発疹 6件（46%），その他が
7件（54%）であった（図10）。ショックは認められなかった（図11）。予後を見ると，入院を要したも
のは無く，外来診療が必要であったのは 4 件（31%）であった（図12）。過敏症の原因は，バリウム製
剤が 9件（69%）で他の多くは原因不明または未記入であった（図13）。
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図10　過敏症例の症状（2022年）

図 8　腸管穿孔症例の予後（2022年）

図 9　過敏症例の年齢階級別分布（2022年）
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図12　過敏症例の予後（2022年）
　　　※性・年齢区分不可数を含む

図13　過敏症例の原因（2022年）
　　　※性・年齢区分不可数を含む

図11　過敏症例のショックの有無（2022年）
　　　※性・年齢区分不可数を含む

　図14a-fに偶発症全体および個別の年齢区分別発生頻度を呈示する。
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表 3　胃内視鏡検診偶発症調査の概要（2022年）

Ⅱ．胃内視鏡検診
　検査総数は地域・職域・その他を合わせて 5 歳区分報告が409,837人，10歳区分報告が191,142人，合
計600,979人であった（表 3）。昨年度に比べて 5 歳区分，10歳区分共に報告数が増加している。なお，
受診数5,000人未満の施設は 5歳区分で53施設， 5歳区分報告施設の63%，10歳区分で10歳区分報告施設
の79%ほどを占め，1,000人未満の施設は 5歳区分で13%，10歳区分で19%であった。10歳区分での偶発
症報告が 0件であったので，以下は 5歳区分の数値を示す。
　内視鏡検診偶発症の発生頻度は436件（106.384/10万件）で殆どが保存的に治療され，入院を要する
症例は 4 件（0.976/10万件）であった（表 4）。胃内視鏡検診の偶発症としては，鼻出血（湧出性）な
どが最も多く238件（58.072/10万件）で，偶発症例数の55%を占めた。なお，鼻出血については，2023
年に実施した2021年度偶発症調査より，ファイバーのこすれなどで鼻甲介にみられる僅かなにじみ出血
は偶発症に含めないとしている。鼻出血の年齢区分別発生頻度は，30歳代で 98.85 ～ 93.30件/10万件と
若年者に高く，各年齢階級とも概ね女性に多い傾向が見られた。（図15-d）。マロリーワイスを含む粘膜
裂創は92件（22.448/10万件）であった。粘膜裂創の部位は，食道が68件（74%）で最も多く，ついで胃
が20件（22%），咽喉頭 4件（ 4 %）であった（図16）。
　何らかの処置が必要な生検部からの後出血は21件（5.124/10万件）であり昨年より減少した（2021年
度43件）。部位は胃16件（76%），食道 5件（24%）であり，生検後出血の 4分の 1 は食道生検によるも
のであった（図17）。食道は胃がん検診としては目的外臓器であり，食道生検による出血リスクを勘案
すれば，不要・不急の生検は避けるなどの対応が必要である。
　その他では，前処置薬剤によるアナフィラキシーショック症例は 1 件（0.244/10万件）件であった。
鎮静剤による呼吸抑制は39件（9.516/10万件）で昨年より減少（2021年度59件：14.703 /10万件），その
他偶発症は45件（10.980/10万件）で昨年より増加（2021年度33件：8.224/10万件）した。
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図15　内視鏡胃がん検診の偶発症発生頻度（10万件当たり）（2022年）

表 4　胃内視鏡検診の偶発症発生頻度（2022年）
෾ۢࡂ̓ ෾ۢࡂ̓ ɻɻɻQʻ�������
۰൅঳൅ਫ਼ළౕ 1,157 ݇ʤ 35.795 ʙ��ຬ݇ �ʥ ۰൅঳൅ਫ਼ළౕ 436 ݇ʤ 106.384 ʙ��ຬ݇ �ʥ
ώϨΤϞޣᅠ 994 ݇ʤ 30.752 ʙ��ຬ݇ �ʥ ἧ޺঳ྭ 0 ݇ʤ 0.000 ʙ��ຬ݇ �ʥ
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図16　粘膜裂創の部位（2022年）

図17　生検部からの後出血の部位（2022年）

　入院を要したのは粘膜裂創 1件，生検部からの後出血 1件，その他の偶発症 2件で，偶発症436件に
占める割合は0.917%であった（表 3： 5 歳区分の下段，要入院件数）。なお，訴訟例，死亡例は無かっ
た（表 4）。入院を要する偶発症の頻度をX線と比較すると，内視鏡検診では0.976/10万件，X線検診で
は0.062/10万件であり，内視鏡検診ではX線検診の約16倍であった。ただし，内視鏡検診では重篤な合
併症は検査中に発生している場合がほとんどであり，全て把握可能であるが，X線検診では腸閉塞や穿
孔などの重篤な偶発症は検査後数日経ってから発生する場合もあり，検診機関で把握できていない症例
もあると考えられることから，X線検診に起因する入院を要する重篤な偶発症の発生頻度は，内視鏡検
診と比較して過小評価になっている可能性があることに留意する必要がある。
　図15 a-iに全体および個別の年齢区分別偶発症発生頻度を呈示する。

最後に
　2022年度の偶発症調査では幸いなことにX線および内視鏡検診ともに死亡事故は起きていないが，各
検診施設では内視鏡検診の導入に伴い偶発症の増加も危惧されているところであり，改めて注意を喚起
したい。特に，国が推奨する対策型検診の対象年齢以下の者については，検診受診によって得られる利
益よりも，偶発症発生による不利益が上回る可能性もあり，慎重な対応が望まれる。
　過去 3年間の推移を参考資料に示すので，参照いただきたい。
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参考資料 1　胃Ｘ線検診の偶発症調査の概要ࣁߡࢂ�ྋ̏ɻҥ;તݗਏ͹۰൅঳௒ࠬ͹֕གྷɻ

����೧ౕɻ̓ۢࡂ෾
۰൅঳൅ਫ਼ළౕ 1,058 ݇ ʤ 36.508 ʙ��ຬ݇ �ʥ
ώϨΤϞޣᅠ 858 ݇ ʤ 29.606 ʙ��ຬ݇ �ʥ
ௐถ࠻ 7 ݇ ʤ 0.242 ʙ��ຬ݇ �ʥ
ௐ؇ἧ޺ 3 ݇ ʤ 0.104 ʙ��ຬ݇ �ʥ
գෆ঳য় 8 ݇ ʤ 0.276 ʙ��ຬ݇ �ʥ
ͨ͹ଠ͹۰൅঳ 182 ݇ ʤ 6.280 ʙ��ຬ݇ �ʥ

གྷ೘Ӆ 4 ݇ ʤ 0.138 ʙ��ຬ݇ �ʥ
๤ྭࢰ 0 ݇ ʤ 0.000 ʙ��ຬ݇ �ʥ
૎ৃྭ 0 ݇ ʤ 0.000 ʙ��ຬ݇ �ʥ

����೧ౕɻ̓ۢࡂ෾
۰൅঳൅ਫ਼ළౕ 1,105 ݇ ʤ 34.703 ʙ��ຬ݇ �ʥ
ώϨΤϞޣᅠ 907 ݇ ʤ 28.485 ʙ��ຬ݇ �ʥ
ௐถ࠻ 4 ݇ ʤ 0.126 ʙ��ຬ݇ �ʥ
ௐ؇ἧ޺ 6 ݇ ʤ 0.188 ʙ��ຬ݇ �ʥ
գෆ঳য় 9 ݇ ʤ 0.283 ʙ��ຬ݇ �ʥ
ͨ͹ଠ͹۰൅঳ 179 ݇ ʤ 5.622 ʙ��ຬ݇ �ʥ

གྷ೘Ӆ 2 ݇ ʤ 0.063 ʙ��ຬ݇ �ʥ
๤ྭࢰ 0 ݇ ʤ 0.000 ʙ��ຬ݇ �ʥ
૎ৃྭ 0 ݇ ʤ 0.000 ʙ��ຬ݇ �ʥ

����೧ౕɻ̓ۢࡂ෾
۰൅঳൅ਫ਼ළౕ 1,174 ݇ ʤ 38.147 ʙ��ຬ݇ �ʥ
ώϨΤϞޣᅠ 966 ݇ ʤ 31.388 ʙ��ຬ݇ �ʥ
ௐถ࠻ 3 ݇ ʤ 0.097 ʙ��ຬ݇ �ʥ
ௐ؇ἧ޺ 2 ݇ ʤ 0.065 ʙ��ຬ݇ �ʥ
գෆ঳য় 18 ݇ ʤ 0.585 ʙ��ຬ݇ �ʥ
ͨ͹ଠ͹۰൅঳ 185 ݇ ʤ 6.011 ʙ��ຬ݇ �ʥ

གྷ೘Ӆ 8 ݇ ʤ 0.260 ʙ��ຬ݇ �ʥ
๤ྭࢰ 0 ݇ ʤ 0.000 ʙ��ຬ݇ �ʥ
૎ৃྭ 0 ݇ ʤ 0.000 ʙ��ຬ݇ �ʥ
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参考資料 2　胃内視鏡検診の偶発症調査の概要ࣁߡࢂ�ྋ̐ɻҥ಼ݗںࢻਏ͹۰൅঳௒ࠬ͹֕གྷɻ

����೧ౕɻ̓ۢࡂ෾ ɻɻɻ
۰൅঳൅ਫ਼ළౕ 588 ݇ ʤ 213.641 ʙ��ຬ݇ ʥ
ἧ޺঳ྭ 1 ݇ ʤ 0.363 ʙ��ຬ݇ ʥ
ඕड़݄ 393 ݇ ʤ 142.791 ʙ��ຬ݇ ʥ
ञـ 1 ݇ ʤ 0.363 ʙ��ຬ݇ ʥ
೬ຜ࿀૓ 127 ݇ ʤ 46.144 ʙ��ຬ݇ ʥ
ਫ਼ݗ෨͖Δ͹ޛड़݄ 8 ݇ ʤ 2.907 ʙ��ຬ݇ ʥ
઴ॴ஖༂ࡐͶΓΖΠψϓΡϧΫεʖεϥρέ 1 ݇ ʤ 0.363 ʙ��ຬ݇ ʥ
௡੫ࡐͶΓΖٷݼཊ੏ 17 ݇ ʤ 6.177 ʙ��ຬ݇ ʥ
ͨ͹ଠ͹۰൅঳ 40 ݇ ʤ 14.533 ʙ��ຬ݇ ʥ

གྷ೘Ӆ 2 ݇ ʤ 0.727 ʙ��ຬ݇ ʥ
๤ྭࢰ 0 ݇ ʤ 0.000 ʙ��ຬ݇ ʥ
૎ৃྭ 0 ݇ ʤ 0.000 ʙ��ຬ݇ ʥ

����೧ౕɻ̓ۢࡂ෾ ɻɻɻ
۰൅঳൅ਫ਼ළౕ 566 ݇ ʤ 178.830 ʙ��ຬ݇ ʥ
ἧ޺঳ྭ 1 ݇ ʤ 0.316 ʙ��ຬ݇ ʥ
ඕड़݄ 341 ݇ ʤ 107.740 ʙ��ຬ݇ ʥ
ञـ 1 ݇ ʤ 0.316 ʙ��ຬ݇ ʥ
೬ຜ࿀૓ 168 ݇ ʤ 53.080 ʙ��ຬ݇ ʥ
ਫ਼ݗ෨͖Δ͹ޛड़݄ 6 ݇ ʤ 1.896 ʙ��ຬ݇ ʥ
઴ॴ஖༂ࡐͶΓΖΠψϓΡϧΫεʖεϥρέ 0 ݇ ʤ 0.000 ʙ��ຬ݇ ʥ
௡੫ࡐͶΓΖٷݼཊ੏ 13 ݇ ʤ 4.107 ʙ��ຬ݇ ʥ
ͨ͹ଠ͹۰൅঳ 36 ݇ ʤ 11.374 ʙ��ຬ݇ ʥ

གྷ೘Ӆ 2 ݇ ʤ 0.632 ʙ��ຬ݇ ʥ
๤ྭࢰ 0 ݇ ʤ 0.000 ʙ��ຬ݇ ʥ
૎ৃྭ 0 ݇ ʤ 0.000 ʙ��ຬ݇ ʥ

����೧ౕɻ̓ۢࡂ෾
۰൅঳൅ਫ਼ළౕ 451 ݇ ʤ 112.391 ʙ��ຬ݇ �ʥ
ἧ޺঳ྭ 0 ݇ ʤ 0.000 ʙ��ຬ݇ �ʥ
ඕड़݄ 211 ݇ ʤ 52.582 ʙ��ຬ݇ �ʥ
ञـ 0 ݇ ʤ 0.000 ʙ��ຬ݇ �ʥ
೬ຜ࿀૓ 105 ݇ ʤ 26.166 ʙ��ຬ݇ �ʥ
ਫ਼ݗ෨͖Δ͹ޛड़݄ 43 ݇ ʤ 10.716 ʙ��ຬ݇ �ʥ
઴ॴ஖༂ࡐͶΓΖΠψϓΡϧΫεʖεϥρέ 0 ݇ ʤ 0.000 ʙ��ຬ݇ �ʥ
௡੫ࡐͶΓΖٷݼཊ੏ 59 ݇ ʤ 14.703 ʙ��ຬ݇ �ʥ
ͨ͹ଠ͹۰൅঳ 33 ݇ ʤ 8.224 ʙ��ຬ݇ �ʥ

གྷ೘Ӆ 2 ݇ ʤ 0.498 ʙ��ຬ݇ �ʥ
๤ྭࢰ 0 ݇ ʤ 0.000 ʙ��ຬ݇ �ʥ
૎ৃྭ 0 ݇ ʤ 0.000 ʙ��ຬ݇ �ʥ
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